


　ＨＶ工法の性能 

押抜き試験 

■コンクリート片のはく落防止対策工法に適用する繊維シート接着工法です。 

■ビニロン2軸シート《デンカＶＫシート》とアクリル系樹脂《ハードロックⅡシリーズ》の 
　組合わせにより、強靭なはく落防止性能を発揮します。 

■アクリル系樹脂《ハードロックⅡシリーズ》の特徴は次の通りです。 

■NEXCOのコンクリート片はく落防止対策工事（平成16年4月改定版）            

　○硬化が早く短時間での施工が可能です。             

　○優れた低温硬化性（エポキシ系5～35℃に対し－5～35℃）によりオールシーズン施工が可能です。             

　○強度が早く発現します。             

　○燃焼時に毒性ガス（青酸ガス，塩酸，亜硫酸ガス等）が発生しません。             

　○ビスフェノールＡ（環境ホルモン物質）を含みません。             

　○コンクリートプライマー「DK550-003」は0.2mm幅以下の微細なひび割れに対して優れた 

　含浸接着性能を示します。 

 

　○Ａ剤：Ｂ剤の混合比は1：1が標準ですが、正確な計量混合は不要で混合比のズレによる 

　　接着不良が起きにくくなっています。             

　○皮膚刺激性の低い原材料を使用しています。 

NEXCOの「コンクリート剥落防止対策マニュアル」の「ひび割れ含浸材料」品質規格適合 

JIS A 6024に規定される建築補修用注入材、 

及び NEXCOの「樹脂系ひび割れ注入材品質規格」の１種に適合。 
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6 デンカＨＶ工法不透明仕様　押抜き試験（JHS 424） 
+23℃　標準構造　H17.11.8試験 

　施工フロー 

　使用材料・標準使用量 

必要な場合にのみ施工します。 

ＨＶ工法の標準仕様で、一日で施工ができます。 

■断面修復・不陸調整は下地が健全で平滑な場合は行わないことがあります。   
■トップコートは施工箇所に紫外線が当らない場合は行わないことがあります。 

主要材料の使用条件・荷姿 

コンクリートプライマー 

材料名 混合比率 標準塗布量 次工程待ち時間 荷　姿 

不陸調整材 

繊維接着剤上塗り剤 

トップコート 

繊維接着剤下塗り剤 

ビニロン二軸シート 

DK550-003 A剤：B剤 
１  ：  １ 

A剤 ： 15kg金属缶 
B剤 ： 15kg金属缶 

A剤 ： 2.5kgポリ容器 
B剤 ： 3.5kg袋 

A剤 ： 15kgペール缶 
B剤 ： 15kgペール缶 

A剤 ： 15kgペール缶 
B剤 ： 15kgペール缶 

主　剤 ： 6kg金属缶 
硬化剤 ： 9kg金属缶 

A剤：B剤 
１  ：  １.4

A剤：B剤 
１  ：  １ 

A剤：B剤 
１  ：  １ 

主剤：硬化剤 
2  ：  3

ダイナライト 

アクリアル 

CFコートU

アクリアル 

デンカＶＫシート 

待ち時間なし 

2～7時間 

1日以上 

6時間以上 

アクリアルの 
可使時間内 

0.2kg/㎡ 

状況による 

0.3kg/㎡ 

0.15kg/㎡ 
×2回 

0.6kg/㎡ 

─ ─ 幅1m×（100m巻き,50m巻き） ─ 

コンクリート表面処理 
サンダーケレン，WJ，バキュームブラスト等 

プライマー塗布 
DK550-003, ローラー塗布 

繊維接着剤下塗り 
アクリアル，ローラー塗布 

ビニロンメッシュ貼り付け 
VKシート 

繊維接着剤上塗り 
アクリアル,ローラー塗布，コテ・ゴムベラ仕上げ 

断面修復・不陸調整 
ダイナライト，コテ塗り 

トップコート塗布 
CFコートU，ローラー2回塗り 

（注）繊維目をかくす場合は、繊維接着剤の塗布量が約1.2～1.5倍になります。 

※上記試験値は標準塗布量での性能（繊維目が出ていても、所定の性能を発揮しています。） 

電気化学工業 
T-158 
08/02/14　裏 

Y M C Bk

はく落防止の押抜き試験 JHS424

JHS425

JHS426

項　目 評価基準 不透明仕様試験値 

－30℃測定 

23℃測定 

50℃測定 

－30℃測定 

23℃測定 

60℃測定 

－30℃測定 

23℃測定 

60℃測定 

　 

23℃測定 

2.32kN 

2.14kN 

2.53kN 

1.63kN 

1.59kN 

2.02kN 

3.39kN 

2.48kN 

2.00kN 

　 

2.98N/mm2

1.5kN以上 

1.5kN以上 

1.5kN以上 

塩化物イオン透過性 0.005g/m2・日以下 

ひび割れ抵抗性保 

持率×初期押抜き 

試験最大荷重 

付着強度保持率× 

初期押抜き試験最 

大荷重 

耐久性能 

ひび割れ含浸試験 2.0N/mm2以上 

＜0.001



　ＨＶ工法の性能 

押抜き試験 

■コンクリート片のはく落防止対策工法に適用する繊維シート接着工法です。 

■ビニロン2軸シート《デンカＶＫシート》とアクリル系樹脂《ハードロックⅡシリーズ》の 
　組合わせにより、強靭なはく落防止性能を発揮します。 

■アクリル系樹脂《ハードロックⅡシリーズ》の特徴は次の通りです。 

■NEXCOのコンクリート片はく落防止対策工事（平成16年4月改定版）            

　○硬化が早く短時間での施工が可能です。             

　○優れた低温硬化性（エポキシ系5～35℃に対し－5～35℃）によりオールシーズン施工が可能です。             

　○強度が早く発現します。             

　○燃焼時に毒性ガス（青酸ガス，塩酸，亜硫酸ガス等）が発生しません。             

　○ビスフェノールＡ（環境ホルモン物質）を含みません。             

　○コンクリートプライマー「DK550-003」は0.2mm幅以下の微細なひび割れに対して優れた 

　含浸接着性能を示します。 

 

　○Ａ剤：Ｂ剤の混合比は1：1が標準ですが、正確な計量混合は不要で混合比のズレによる 

　　接着不良が起きにくくなっています。             

　○皮膚刺激性の低い原材料を使用しています。 

NEXCOの「コンクリート剥落防止対策マニュアル」の「ひび割れ含浸材料」品質規格適合 

JIS A 6024に規定される建築補修用注入材、 

及び NEXCOの「樹脂系ひび割れ注入材品質規格」の１種に適合。 
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6 デンカＨＶ工法不透明仕様　押抜き試験（JHS 424） 
+23℃　標準構造　H17.11.8試験 

　施工フロー 

　使用材料・標準使用量 

必要な場合にのみ施工します。 

ＨＶ工法の標準仕様で、一日で施工ができます。 

■断面修復・不陸調整は下地が健全で平滑な場合は行わないことがあります。   
■トップコートは施工箇所に紫外線が当らない場合は行わないことがあります。 

主要材料の使用条件・荷姿 

コンクリートプライマー 

材料名 混合比率 標準塗布量 次工程待ち時間 荷　姿 

不陸調整材 

繊維接着剤上塗り剤 

トップコート 

繊維接着剤下塗り剤 

ビニロン二軸シート 

DK550-003 A剤：B剤 
１  ：  １ 

A剤 ： 15kg金属缶 
B剤 ： 15kg金属缶 

A剤 ： 2.5kgポリ容器 
B剤 ： 3.5kg袋 

A剤 ： 15kgペール缶 
B剤 ： 15kgペール缶 

A剤 ： 15kgペール缶 
B剤 ： 15kgペール缶 

主　剤 ： 6kg金属缶 
硬化剤 ： 9kg金属缶 

A剤：B剤 
１  ：  １.4

A剤：B剤 
１  ：  １ 

A剤：B剤 
１  ：  １ 

主剤：硬化剤 
2  ：  3

ダイナライト 

アクリアル 

CFコートU

アクリアル 

デンカＶＫシート 

待ち時間なし 

2～7時間 

1日以上 

6時間以上 

アクリアルの 
可使時間内 

0.2kg/㎡ 

状況による 

0.3kg/㎡ 

0.15kg/㎡ 
×2回 

0.6kg/㎡ 

─ ─ 幅1m×（100m巻き,50m巻き） ─ 

コンクリート表面処理 
サンダーケレン，WJ，バキュームブラスト等 

プライマー塗布 
DK550-003, ローラー塗布 

繊維接着剤下塗り 
アクリアル，ローラー塗布 

ビニロンメッシュ貼り付け 
VKシート 

繊維接着剤上塗り 
アクリアル,ローラー塗布，コテ・ゴムベラ仕上げ 

断面修復・不陸調整 
ダイナライト，コテ塗り 

トップコート塗布 
CFコートU，ローラー2回塗り 

（注）繊維目をかくす場合は、繊維接着剤の塗布量が約1.2～1.5倍になります。 

※上記試験値は標準塗布量での性能（繊維目が出ていても、所定の性能を発揮しています。） 

電気化学工業 
T-158 
08/02/14　裏 

Y M C Bk

はく落防止の押抜き試験 JHS424

JHS425

JHS426

項　目 評価基準 不透明仕様試験値 

－30℃測定 

23℃測定 

50℃測定 

－30℃測定 

23℃測定 

60℃測定 

－30℃測定 

23℃測定 

60℃測定 

　 

23℃測定 

2.32kN 

2.14kN 

2.53kN 

1.63kN 

1.59kN 

2.02kN 

3.39kN 

2.48kN 

2.00kN 

　 

2.98N/mm2

1.5kN以上 

1.5kN以上 

1.5kN以上 

塩化物イオン透過性 0.005g/m2・日以下 

ひび割れ抵抗性保 

持率×初期押抜き 

試験最大荷重 

付着強度保持率× 

初期押抜き試験最 

大荷重 

耐久性能 

ひび割れ含浸試験 2.0N/mm2以上 

＜0.001



　ＨＶ工法の性能 

押抜き試験 

■コンクリート片のはく落防止対策工法に適用する繊維シート接着工法です。 

■ビニロン2軸シート《デンカＶＫシート》とアクリル系樹脂《ハードロックⅡシリーズ》の 
　組合わせにより、強靭なはく落防止性能を発揮します。 

■アクリル系樹脂《ハードロックⅡシリーズ》の特徴は次の通りです。 

■NEXCOのコンクリート片はく落防止対策工事（平成16年4月改定版）            

　○硬化が早く短時間での施工が可能です。             

　○優れた低温硬化性（エポキシ系5～35℃に対し－5～35℃）によりオールシーズン施工が可能です。             

　○強度が早く発現します。             

　○燃焼時に毒性ガス（青酸ガス，塩酸，亜硫酸ガス等）が発生しません。             

　○ビスフェノールＡ（環境ホルモン物質）を含みません。             

　○コンクリートプライマー「DK550-003」は0.2mm幅以下の微細なひび割れに対して優れた 

　含浸接着性能を示します。 

 

　○Ａ剤：Ｂ剤の混合比は1：1が標準ですが、正確な計量混合は不要で混合比のズレによる 

　　接着不良が起きにくくなっています。             

　○皮膚刺激性の低い原材料を使用しています。 

NEXCOの「コンクリート剥落防止対策マニュアル」の「ひび割れ含浸材料」品質規格適合 

JIS A 6024に規定される建築補修用注入材、 

及び NEXCOの「樹脂系ひび割れ注入材品質規格」の１種に適合。 
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6 デンカＨＶ工法不透明仕様　押抜き試験（JHS 424） 
+23℃　標準構造　H17.11.8試験 

　施工フロー 

　使用材料・標準使用量 

必要な場合にのみ施工します。 

ＨＶ工法の標準仕様で、一日で施工ができます。 

■断面修復・不陸調整は下地が健全で平滑な場合は行わないことがあります。   
■トップコートは施工箇所に紫外線が当らない場合は行わないことがあります。 

主要材料の使用条件・荷姿 

コンクリートプライマー 

材料名 混合比率 標準塗布量 次工程待ち時間 荷　姿 

不陸調整材 

繊維接着剤上塗り剤 

トップコート 

繊維接着剤下塗り剤 

ビニロン二軸シート 

DK550-003 A剤：B剤 
１  ：  １ 

A剤 ： 15kg金属缶 
B剤 ： 15kg金属缶 

A剤 ： 2.5kgポリ容器 
B剤 ： 3.5kg袋 

A剤 ： 15kgペール缶 
B剤 ： 15kgペール缶 

A剤 ： 15kgペール缶 
B剤 ： 15kgペール缶 

主　剤 ： 6kg金属缶 
硬化剤 ： 9kg金属缶 

A剤：B剤 
１  ：  １.4

A剤：B剤 
１  ：  １ 

A剤：B剤 
１  ：  １ 

主剤：硬化剤 
2  ：  3

ダイナライト 

アクリアル 

CFコートU

アクリアル 

デンカＶＫシート 

待ち時間なし 

2～7時間 

1日以上 

6時間以上 

アクリアルの 
可使時間内 

0.2kg/㎡ 

状況による 

0.3kg/㎡ 

0.15kg/㎡ 
×2回 

0.6kg/㎡ 

─ ─ 幅1m×（100m巻き,50m巻き） ─ 

コンクリート表面処理 
サンダーケレン，WJ，バキュームブラスト等 

プライマー塗布 
DK550-003, ローラー塗布 

繊維接着剤下塗り 
アクリアル，ローラー塗布 

ビニロンメッシュ貼り付け 
VKシート 

繊維接着剤上塗り 
アクリアル,ローラー塗布，コテ・ゴムベラ仕上げ 

断面修復・不陸調整 
ダイナライト，コテ塗り 

トップコート塗布 
CFコートU，ローラー2回塗り 

（注）繊維目をかくす場合は、繊維接着剤の塗布量が約1.2～1.5倍になります。 

※上記試験値は標準塗布量での性能（繊維目が出ていても、所定の性能を発揮しています。） 
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はく落防止の押抜き試験 JHS424

JHS425

JHS426

項　目 評価基準 不透明仕様試験値 

－30℃測定 

23℃測定 

50℃測定 

－30℃測定 

23℃測定 

60℃測定 

－30℃測定 

23℃測定 

60℃測定 

　 

23℃測定 

2.32kN 

2.14kN 

2.53kN 

1.63kN 

1.59kN 

2.02kN 

3.39kN 

2.48kN 

2.00kN 

　 

2.98N/mm2

1.5kN以上 

1.5kN以上 

1.5kN以上 

塩化物イオン透過性 0.005g/m2・日以下 

ひび割れ抵抗性保 

持率×初期押抜き 

試験最大荷重 

付着強度保持率× 

初期押抜き試験最 

大荷重 

耐久性能 

ひび割れ含浸試験 2.0N/mm2以上 

＜0.001



既設構造物コンクリートはく落防止対策工法 

ビニロン二軸シート・アクリル系樹脂 

（不透明仕様） 

　ＨＶ工法の荷姿 

データ等記載内容についてのご注意 

1

2

4

5

3

○本書記載のデータ等記載内容は、代表的な実験値や調査に基づくもので、その記載内容についていかなる保

　証をなすものではありません。 

○ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、使用目的に適合するかどうかおよび安全性については、

　貴社の責任においてご確認ください。 

○本書記載の当社製品およびこれらを使用した製品を廃棄する場合は、法令に従って廃棄してください。 

○ご使用になる前に、詳しい使用方法や注意事項等を技術資料・製品安全データシートで確認してください。 

　これらの資料は、弊社の担当部門にご用意してありますので、お申しつけください。 

○本書の記載内容は、新しい知見により断りなく変更する場合がありますので、ご了承ください。 

●ハードロック Ⅱ 

Ⅱ 

は消防法の危険物に該当しますので作業場は火気厳禁としてくだ 
さい 。 

● 一度に多量の接着剤を硬化させると激しい発熱が生じますので注意してください 。 
●皮膚や衣服に付着したりするとかぶれるおそれがありますので早めに石けんで洗 
ってください 。 万一 、 かぶれた場合には医師の手当を受けてください 。 

●作業場所は換気を良くし 、 保護眼鏡 、 保護手袋 、 必要に応じて有機ガス用マスク 
などの保護具を着用してください 。 

●目に入れたり 、 飲んだりは絶対にしないでください 。 誤って目には入った場合 、 
15分以上流水で洗浄し 、 医師の手当を受けてください 。 また 、 誤飲した場合 、 
吐かせて医師の手当を受けてください 。 

●ハードロック � は湿気や金属との接触を避け 、 密栓のうえ冷暗所に保存してくだ 
さい 。 

引 火  性 火気厳禁 かぶれ注意 
警  告 

T-158  K4  2008年2月発行 0002 PK

デンカＶＫシート 
1ｍ×100ｍ／巻き 
1ｍ×  50ｍ／巻き 

ＤＫ550－003〈プライマー〉 
30kｇ／セット 

※別途5kｇ／セットもご用意できます 

アクリアル〈繊維接着剤〉 
30kｇ／セット 

ダイナライト〈不陸調整材〉 
6kｇ／セット 

NEXCOのコンクリート片はく落防止対策工事適用（平成16年4月改定版） 
NETIS（国土交通省新技術情報提供システム）登録済（登録番号：KT-040097） 

「 この製品は 、 その品質／環境マネジメントシステムが ISO9001／ISO14001に 
適合しているとして 、 認証・登録された工場で製造されました 」 

本社 
東京都中央区日本橋室町2-1-1（日本橋三井タワー）　〒103-8338 
電話03-5290-5363 
 
大阪支店 
大阪市北区梅田1-12-39（新阪急ビル）　〒530-0001 
電話06-6342-7616  
名古屋支店 
名古屋市中村区名駅4-6-23（第三堀内ビル）　〒450-0002 
電話052-571-4535  
福岡支店 
福岡市博多区冷泉町5-35（福岡　園第一生命ビル）　〒812-0039 
電話092-263-0841  
新潟支店 
新潟市中央区東大通1-3-10（三井生命ビル）　〒950-0087 
電話025-243-4121  
北陸支店 
富山市桜橋通2-25（富山第一生命ビル）　〒930-0004 
電話076-433-1441  
札幌支店 
札幌市中央区南2条西2-18-1（札幌南二条ビル）　〒060-0062 
電話011-281-2301  
東北支店 
仙台市青葉区本町1-10-3（仙台新和ビル）　〒980-0014 
電話022-223-9191  
長野営業所 
長野市緑町1605-14（長野ダイヤモンドビル）　〒380-0813 
電話0262-26-4281  
群馬営業所 
高崎市小八木町306-4　〒370-0071 
電話027-364-1751  
静岡営業所 
静岡市葵区栄町三番地（あいおい損保・静岡第一ビル）　〒420-0859 
電話054-254-4680  
広島営業所 
広島市中区三川町2-10（愛媛ビル広島）　〒730-0029 
電話082-249-7369  
四国営業所 
香川県高松市天神前10-12（香川天神前ビル）　〒760-0018 
電話087-833-6511  
特混町田研究センター 
東京都町田市旭町3-5-1　〒194-8560 
電話042-721-3661  
無機材料研究センター 
新潟県糸魚川市大字青海2209　〒949-0393 
電話025-562-6312  
渋川工場　ハードロック課技術第二係 
群馬県渋川市中村1135　〒377-8520 
電話0279-25-2185

電気化学工業 
T-158 
08/02/14　表 
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既設構造物コンクリートはく落防止対策工法 

ビニロン二軸シート・アクリル系樹脂 

（不透明仕様） 

　ＨＶ工法の荷姿 

データ等記載内容についてのご注意 

1

2

4

5

3

○本書記載のデータ等記載内容は、代表的な実験値や調査に基づくもので、その記載内容についていかなる保

　証をなすものではありません。 

○ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、使用目的に適合するかどうかおよび安全性については、

　貴社の責任においてご確認ください。 

○本書記載の当社製品およびこれらを使用した製品を廃棄する場合は、法令に従って廃棄してください。 

○ご使用になる前に、詳しい使用方法や注意事項等を技術資料・製品安全データシートで確認してください。 

　これらの資料は、弊社の担当部門にご用意してありますので、お申しつけください。 

○本書の記載内容は、新しい知見により断りなく変更する場合がありますので、ご了承ください。 

●ハードロック Ⅱ 

Ⅱ 

は消防法の危険物に該当しますので作業場は火気厳禁としてくだ 
さい 。 

● 一度に多量の接着剤を硬化させると激しい発熱が生じますので注意してください 。 
●皮膚や衣服に付着したりするとかぶれるおそれがありますので早めに石けんで洗 
ってください 。 万一 、 かぶれた場合には医師の手当を受けてください 。 

●作業場所は換気を良くし 、 保護眼鏡 、 保護手袋 、 必要に応じて有機ガス用マスク 
などの保護具を着用してください 。 

●目に入れたり 、 飲んだりは絶対にしないでください 。 誤って目には入った場合 、 
15分以上流水で洗浄し 、 医師の手当を受けてください 。 また 、 誤飲した場合 、 
吐かせて医師の手当を受けてください 。 

●ハードロック � は湿気や金属との接触を避け 、 密栓のうえ冷暗所に保存してくだ 
さい 。 

引 火  性 火気厳禁 かぶれ注意 
警  告 

T-158  K4  2008年2月発行 0002 PK

デンカＶＫシート 
1ｍ×100ｍ／巻き 
1ｍ×  50ｍ／巻き 

ＤＫ550－003〈プライマー〉 
30kｇ／セット 

※別途5kｇ／セットもご用意できます 

アクリアル〈繊維接着剤〉 
30kｇ／セット 

ダイナライト〈不陸調整材〉 
6kｇ／セット 

NEXCOのコンクリート片はく落防止対策工事適用（平成16年4月改定版） 
NETIS（国土交通省新技術情報提供システム）登録済（登録番号：KT-040097） 

「 この製品は 、 その品質／環境マネジメントシステムが ISO9001／ISO14001に 
適合しているとして 、 認証・登録された工場で製造されました 」 

本社 
東京都中央区日本橋室町2-1-1（日本橋三井タワー）　〒103-8338 
電話03-5290-5363 
 
大阪支店 
大阪市北区梅田1-12-39（新阪急ビル）　〒530-0001 
電話06-6342-7616  
名古屋支店 
名古屋市中村区名駅4-6-23（第三堀内ビル）　〒450-0002 
電話052-571-4535  
福岡支店 
福岡市博多区冷泉町5-35（福岡　園第一生命ビル）　〒812-0039 
電話092-263-0841  
新潟支店 
新潟市中央区東大通1-3-10（三井生命ビル）　〒950-0087 
電話025-243-4121  
北陸支店 
富山市桜橋通2-25（富山第一生命ビル）　〒930-0004 
電話076-433-1441  
札幌支店 
札幌市中央区南2条西2-18-1（札幌南二条ビル）　〒060-0062 
電話011-281-2301  
東北支店 
仙台市青葉区本町1-10-3（仙台新和ビル）　〒980-0014 
電話022-223-9191  
長野営業所 
長野市緑町1605-14（長野ダイヤモンドビル）　〒380-0813 
電話0262-26-4281  
群馬営業所 
高崎市小八木町306-4　〒370-0071 
電話027-364-1751  
静岡営業所 
静岡市葵区栄町三番地（あいおい損保・静岡第一ビル）　〒420-0859 
電話054-254-4680  
広島営業所 
広島市中区三川町2-10（愛媛ビル広島）　〒730-0029 
電話082-249-7369  
四国営業所 
香川県高松市天神前10-12（香川天神前ビル）　〒760-0018 
電話087-833-6511  
特混町田研究センター 
東京都町田市旭町3-5-1　〒194-8560 
電話042-721-3661  
無機材料研究センター 
新潟県糸魚川市大字青海2209　〒949-0393 
電話025-562-6312  
渋川工場　ハードロック課技術第二係 
群馬県渋川市中村1135　〒377-8520 
電話0279-25-2185
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